
第
28
回
市
川
三
郷
町
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

市川三郷町ふるさと夏まつり
第28回神明の花火大会の実績
■�大会テーマ

「百花繚乱�～�市川三郷夏物語�～」
■�花火協賛金�50,310,600 円（195 社）�
　※町からの花火打上委託金�6,000,000円を含む
■�メッセージ花火�660,000 円（10 件）
■�運営費協賛金�

2,480,000 円（66 社・団体）
■�町から運営費へ補助金�4,000,000 円
　※内1,000,000 円は花火打上へとふるさと納
税された分です
■�有料観覧席売上�21,847,000 円
■�グラウンド出店�76店
　（スポンサー、下呂市、町商工会、

富士川町商工会、南アルプス市商工会）
■�当日ボランティア�10 名（一般）
■�清掃ボランティア�市川中学校ほか13団体

今
年
も
聞
き
ま
し
た

「
神
明
の
花
火
」
の
魅
力
と
ご
意
見

　
今
年
も
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
い
た
「
神

明
の
花
火
」。
花
火
開
始
前
の
会
場
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
。
回
答
い
た
だ
い
た
い
く
つ
か
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

回
答
か
ら
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
よ
り
良
い

花
火
大
会
を
目
指
し
来
年
以
降
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｑ
．
神
明
の
花
火
の
魅
力
は
？

Ａ
・�

質
の
高
い
花
火
が
こ
れ
で
も
か
と
言
う
く
ら
い
見
ら
れ

る
。
地
元
と
い
う
こ
と
で
煙
火
店
さ
ん
の
本
気
の
花
火

が
見
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
新
潟
県
・
お
が
ち
ょ
さ
ん
）

　
・
花
火
の
す
ば
ら
し
さ
。
み
ん
な
が
上
を
向
い
て
い
ら
れ

　
　
る
こ
と
　
　
　

　

　

　
（
埼
玉
県
・
白
川
み
ち
代
さ
ん
）

　
・�

毎
年
変
化
が
あ
る
の
で
飽
き
が
来
な
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
神
奈
川
県
・
カ
ト
ウ
ヒ
ロ
ユ
キ
さ
ん
）

　
・�

ふ
る
さ
と
感
が
あ
る
の
に
上
が
る
花
火
は
す
ご
い
!!
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
埼
玉
県
・
梅
津
な
み
え
さ
ん
）

Ｑ
．
ご
意
見
・
ご
要
望

　
・�

運
営
さ
ん
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
神
明
は
全
国
区
で
す

よ
。
よ
り
良
い
進
化
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
古
河
の
花
火
・
旅
人
ｓ
ａ
ｎ
さ
ん
）

　
・�

駐
車
場
の
場
所
や
開
閉
園
時
間
を
も
う
少
し
詳
し
く
記

載
し
て
欲
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
東
京
都
・
よ
っ
ち
さ
ん
）

■
他
に
は
こ
ん
な
意
見
も
…

　「
平
日
は
来
ら
れ
な
い
の
で
土
日
開
催
は
嬉
し
い
」　

　「
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
方
法
を
も
う
少
し
考
え
て
」

　「
遠
く
か
ら
来
る
と
場
所
が
取
り
づ
ら
い
」
な
ど

　
８
月
７
日
、
第
28
回
神
明
の
花
火

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
『
百
花
繚
乱
』

　
　
～
市
川
三
郷
夏
物
語
～

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
約

２
万
発
の
花
火
が
夜
空
に
煌
き
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
一
般
販
売
を
開
始
し
た

「
87
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
」。
神
明
の
花
火

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
着
用
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
方
も
多
く
見
ら
れ
、

会
場
に
よ
り
一
体
感
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

　
今
年
も
、
大
き
な
事
故
も
な
く
、

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
神
明
の
花
火
大
会
は
、
準
備
か

ら
翌
日
早
朝
の
片
付
け
ま
で
多
く

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
関
係
者
一
同
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
来
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
こ

と
を
祈
り
ま
す
。

　本部にご報告いただいた方にいくつかお話
しを伺いました。
①花火プロポーズをしようと思ったきっかけは？
②花火プロポーズを受けた感想は？

プロポーズを考え中のあなたへ
　これからプロポーズをしようと思ってる方は、ぜひ勇気を出
してプロポーズ花火に挑戦してみて下さい。少し恥ずかしいで
すが、周りの人が祝福してくれるのでとても嬉しい気持ちにな
れますよ！！

裕子さん
（中央市）

智也さん
（中央市）

友里さん
（神奈川県市）

義貴さん
（東京都）

裕介さん
（東京都）

知香子さん
（東京都）

淳さん
（南アルプス市）

本未さん
（中央市）

①

②

④③

①神明社への安全祈願から「神明の花火」の当日は始まります�
②打上現場にて２尺玉を準備している様子�③花火開始前、日曜
日開催ということもあり多くの方が会場へ足を運びました�④グ
ラウンドには今年も多数の出店があり、長い列を作っていまし
た�⑤今年から販売を開始した神明の花火８７ポロシャツは、多
くの方に購入していただきました�⑥ロータリークラブによるゴ
ミ袋の配布に、ボランティアで市川高校生が参加�⑦ＵＴＹの大
西さん、今年も秀逸な進行ありがとうございました�⑧西伊豆町
から手筒花火の披露�⑨山梨県立大学のアカペラ部グループDiva
からステキな歌声の披露�⑩市川三郷レンジャーは南アルプス市
から来たゆるキャラのオエムシくんとコラボしました�⑪カウン
トダウンと共にいよいよ花火開始�⑫花火を見ている観客の皆さ
ん�⑬今年も花火で夜空一面が埋め尽くされしました�⑭翌日の清
掃活動には市川中学校の生徒の皆さんを始め、多くの方に参加
していただきました

⑬

⑫

⑪ ⑩

⑧

⑤⑥

⑦

⑨

写真で振り返る

８月７日。

⑭

幸せのお裾分け

プロポーズ花火大成功

８７ポロでレインボー（写真提供・新潟県Ｎさん）
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目
の
前
で
人
が
倒
れ
た
…

あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？

①反応（意識）を確認する
倒れた人の耳元で「大丈夫ですか」と大声で
呼びかけながら、肩をやさしくたたき、反
応を確認します。

　

私
た
ち
は
、
い

つ
、
ど
こ
で
、
災

害
に
合
う
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。

　

日
常
の
生
活
の

中
で
も
突
然
の
怪

我
や
病
気
に
お
そ

わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

つ
い
さ
っ
き
ま

で
元
気
に
し
て
い

た
人
が
、
突
然
、

倒
れ
て
し
ま
っ
た

…
。
そ
ん
な
時
、

あ
な
た
は
ど
う
し

ま
す
か
？

　

急
に
人
が
倒
れ

た
時
、
周
囲
に
た
く
さ
ん
の
人
が
い

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
１
人

の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
心
肺
蘇
生

を
行
う
？
救
急
車
を
呼
ぶ
？
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
持
ち
に
行
く
？
そ
の
時
間
１
秒
１

秒
の
行
動
が
倒
れ
た
人
の
命
を
左
右

し
ま
す
。

　

今
回
は
、
再
確
認
の
意
味
も
込
め

て
、
も
う
一
度
、
救
命
処
置
の
方
法

を
紹
介
し
ま
す
。

救命処置の手順

ポイント !
・呼びかけなどに対して目を開けるか確認。な
んの返答もない場合は「反応なし」と判断します。
・反応がない場合には、心停止の可能性がありま
す。大きな声で�「誰か来て！人が倒れています！」
と助けを求めます。

②１１９番通報と協力者への依頼
助けを求め、協力者が駆けつけたら、「あなたは119 番通報して下さい」
「あなたはＡＥＤを持ってきて下さい」と具体的に依頼します。

ポイント !
・協力者が誰もおらず、自分１人の場合には、まず119 番通報を優先し、すぐ
近くにＡＥＤがある場合は、心肺蘇生を始める前に取りに行きます。
※119番通報をすると、電話で通信指令員が呼吸の確認方法など次の手順を指
示してくれます。

③呼吸の確認
倒れた人が普段どおりの呼吸をしているかどう
かを確認します。倒れている人のそばに座り、
10秒以内で倒れている人の胸や腹部の上がり
下がりを見て判断します。

ポイント !
・胸や腹部の動きがない場合や約10秒間確認して
も呼吸の状態がよくわからない場合は「普段どおり
の呼吸なし」と判断します。

④胸骨圧迫（心臓マッサージ）※心停止の場合は必須
倒れた人に普段どおりの呼吸がないと判断した場合、心停止と判断し危
害を恐れることなく直ちに胸骨圧迫を開始します（胸の左右真ん中にあ
る胸骨の下半分を、重ねた両手で強く、速く、絶え間なく圧迫します）。

ポイント !
・胸骨の下半分に片方の手の付け根を置きます。もう片方の手をその上に重ね
ます。両手の指を互いに組むと、より力が集中します。
・両肘をまっすぐに伸ばして手の付け根の部分に体重をかけ、真上から垂直に倒
れた人の胸が約５cm沈むまでしっかり圧迫します。
・１分間に100 ～120 回の速いテンポで連続して絶え間なく圧迫します。

⑤人工呼吸※可能な範囲で構いません
30 回の胸骨圧迫が終わったら、直ちに気道
確保し、人工呼吸を行います。気道を確保
したまま、額に当てた手の親指と人差し指
で倒れた人の鼻をつまみます。口を大きく
開けて倒れた人の口を覆い、空気が漏れな
いようにして、息を１秒かけて吹き込みます。
倒れた人の胸が膨らむのを確認します。いっ
たん口を離したあともう一回吹き込みます。

ポイント !
・吹き込みは２回までとし、すぐに胸骨圧迫を再
開します。
・人工呼吸をしている間は胸骨圧迫は中断します
が、その中断時間は、10秒以上にならないように
します。

　市川三郷町赤十字奉仕団
（有泉みさを委員長）では、
もしもの時に役立つ救急法
を習得しようと、救急法
基礎講習会を開催していま
す。７月 25 日に大同地区
公民館において、ＡＥＤの
使い方や心臓マッサージの
方法などの指導を、日本赤
十字社山梨県支部の指導員
より受けました。

　このような講習会は、奉仕団の方のほか一般の方
も参加できます。皆さんもいざという時に行動でき
る知識を備えましょう。

いざという時の行動のために
赤十字奉仕団による救急法基礎講習会

▲胸骨圧迫の訓練

町での救命に向けての活動
町民の救助のために

町消防団、救助資材等訓練指導

　７月 24 日町消防団第８分団は、峡南消防本部にお
いて、昨年度消防庁より無償借付された救助資機材
搭載型ポンプ車の訓練指導を受けました。
　訓練指導は、ポンプ車による放水訓練や油圧コン
ソール・エンジンカッター・チェーンソー・可搬ウ
インチ・救命胴衣等を使用した救助訓練を中心に行
われました。

繰り返す

⑥ＡＥＤの使用
④⑤を行っている最中に、協力者よりＡＥＤ
が届いたらすぐに使う準備を始めます。
ＡＥＤは電源を入れると、音声メッセージと
点滅ランプで、あなたが実施すべきことを指
示してくれます。落ち着いてそれに従って下
さい。要救助者への電気ショックの要否は、
ＡＥＤが自動判断します。

ポイント !
・ＡＥＤを使う準備をしながらも④⑤はできる
だけ続けて下さい。
・電気ショックをする際には倒れた人から離れ、
誰も触れていないことを確認します。

１秒でも早い救命処置が命を救います
１秒でも早く119番通報と胸骨圧迫を行いましょう

勇気ある行動が命を救うのです

◀胸救命胴衣を使用した訓練
▼可搬ウインチ等を使用した訓練

救命処置

問峡南消防本部
☎055-272-1919�
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男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

に
加
わ
っ
て
、
２
期
目
に
突
入

し
た
私
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
勉

強
不
足
で
先
輩
委
員
の
皆
さ
ん

に
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

日
々
生
活
し
て
い
る
中
で
、

男
性
と
女
性
に
差
が
な
い
か
今

ま
で
以
上
に
気
に
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
が
、
全
く
男
女
の

差
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
と

感
じ
て
し
ま
う
の
が
、
今
の
日

本
の
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
国
や
県
で
女
性
管

理
職
を
増
や
す
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
増

え
て
い
き
ま
せ
ん
。
男
性
は
外

で
働
き
、
女
性
は
家
を
守
る
、

と
い
う
時
代
を
過
ご
し
て
き
た

人
た
ち
は
女
性
の
役
職
員
を
増

や
す
こ
と
に
賛
成
し
な
が
ら
も
、

心
の
ど
こ
か
で
は
昔
な
が
ら
の

風
潮
の
ま
ま
で
も
い
い
と
思
っ

て
い
る
部
分
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
が

時
々
あ
り
ま
す
。

　

で
す
が
一
方
で
、
男
女
の
差

が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
場
面

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
数
年
前

か
ら
イ
ク
メ
ン
や
家
事
メ
ン
と

い
う
言
葉
が
生
ま
れ
、
男
性
が

率
先
し
て
、
今
ま
で
女
性
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
し
て
き
た
家

事
・
育
児
を
行
う
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
の
当
た

り
前
が
当
た
り
前
で
な
く
な
り

始
め
て
い
る
光
景
は
、
男
女
共

同
参
画
推
進
が
僅
か
で
も
進
ん

で
い
る
確
か
な
証
拠
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

ま
た
最
近
で
は
、
テ
レ
ビ
を

見
て
い
る
と
、
男
性
が
ス
カ
ー

ト
や
レ
デ
ィ
ー
ス
の
パ
ン
ツ
を

着
用
し
た
り
、
女
性
が
メ
ン
ズ

の
パ
ン
ツ
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
用

し
た
り
と
、
服
装
が
中
性
化
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
が
異
性
の
よ
う
な
方

も
み
ら
れ
、
見
た
目
で
も
男
女

の
差
異
が
な
い
よ
う
な
中
性
的

な
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

性
同
一
性
障
害
や
同
性
愛
、

そ・

・

・

・

の
性
別
で
あ
る
こ
と
で
困
難

な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
人
も

い
る
こ
と
は
確
か
で
す
が
、
性

別
に
と
ら
わ
れ
な
い
多
様
な
生

き
方
が
自
然
と
で
き
る
社
会
に

な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
も
感

じ
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
歩
み
寄
り
、
男

性
・
女
性
に
か
か
わ
ら
ず
お
互

い
の
意
見
を
尊
重
し
合
う
と
こ

ろ
か
ら
始
め
れ
ば
、
今
以
上
の

男
女
平
等
社
会
へ
と
一
歩
前
進

す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
や
推
進

活
動
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
目
の
前
に
あ
る
こ
と
に
目

を
光
ら
せ
、
男
女
共
同
参
画
の

推
進
が
で
き
る
よ
う
に
活
動
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
た
ち
、
男
女
共
同
参
画
推

進
委
員
以
外
の
方
に
も
、
も
っ

と
積
極
的
に
推
進
活
動
や
イ
ベ

ン
ト
等
に
参
加
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

●山梨行政区画地図

●日　記　�行事予定表、ふるさとの祭り・行事

●郷土編　�郷土自慢、山梨県の位置、主要山岳、主要河川、主要湖沼、
甲府盆地をとりまく山々、高さ（山）と深さ（湖沼）くらべ、
山梨県の歌、緑のふるさと（県民愛唱歌）

●統計編　�山梨県主要指標、統計でみる山梨のすがた

●名簿編　�各種議員等名簿

●生活編　�暮らしの相談窓口、警察署一覧、市町村所在地等一覧、在
県主要官庁等、山梨県内公立図書館、美術館、文学館、
博物館、スポーツ施設、諸届けはこうして、土砂災害警戒
情報システム

●全国主要都市地下鉄路線図

●特集記事　�「富士山世界遺産センター」「リニア見学センター」「大村  
智 博士の功績」の紹介など（予定）

■
販
売
価
格
な
ど

【
価
格
】
５
０
０
円
（
送
付
希
望
の
場

合
、
送
料
は
購
入
者
の
ご
負
担
と
な

り
ま
す
）

※ 

住
所
録
（
差
込
用
）
80
円
を
別
売

り
に
て
販
売
し
ま
す
。

※ 

20
冊
よ
り
、名
入
れ
が
可
能（
実
費
）

で
す
。
裏
表
紙
へ
金
文
字
で
印
刷

い
た
し
ま
す
。

※ 

代
金
は
手
帳
引
渡
し
時
に
お
支
払

い
下
さ
い
。

■
申
込
方
法

　

電
話
に
て
町
企
画
防
災
課
ま
で
申

し
込
む
か
、
左
上
の
注
文
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
左
記
載
の
い
ず
れ

か
の
申
し
込
み
先
へ
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

※
注
文
書
は
役
場
（
本
庁
及
び
支
所
）

　

窓
口
に
も
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
期
限
】
９
月
23
日
㈮

【
お
届
け
時
期
】
11
月
下
旬
（
予
定
）

山梨県の情報満載！
一冊あれば、山梨県の今がわかる！

【申し込み先】次のいずれかへお申し込み下さい。
本庁舎企画防災課企画係☎ 055-272-1103�/�FAX055-272-2525
三 珠 支 所 庶 務 係☎ 055-240-4153�/�FAX055-240-4154
六 郷 支 所 庶 務 係☎ 0556-32-2111�/�FAX0556-32-2887
大 同 出 張 所☎ 055-272-1504�/�FAX055-272-1569

手帳の内容

2017 年版
山梨県民手帳予約受付中
サイズ：82mm × 145mm
表　紙：ワインレッドのレザー調・スカイブルーのレザー調

写真は２０１６年版の物

切
り
取
り
線

切り取り線

注 文 書
注文冊数 名��入��れ 住��所��録

赤　　冊　/　青　　冊 冊　 冊　

名入れの場合の名称（　　　　　　　　　　　　　　）

申��

込��

者

名��前

住��所
〒

電��話 （　　　　）

※手帳の引渡し場所（いずれか一つを○で囲む）
本庁舎  ・  三珠庁舎  ・  六郷庁舎  ・  大同出張所

２０１７年版
山梨県民手帳

89

市
川
三
郷
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

渡
辺
　
瑞
穂

一
歩
前
進す

る
た
め
に

地区名頭ライン

名前頭ライン

名前頭ライン

こ
う
す
け

り
ゅ
う
せ
い

か

　

 

な 

　と

あ 

す 

み

し
ゅ
ん
た

か 

ず 

き は 

る

こ
う
せ
い

り

　お

地区名頭ライン

名前頭ライン

名前頭ライン

こ
う
す
け

り
ゅ
う
せ
い

か

　

 

な 

　と

あ 

す 

み

し
ゅ
ん
た

か 

ず 

き は 

る

こ
う
せ
い

り

　お

地区名頭ライン

名前頭ライン

名前頭ライン

こ
う
す
け

り
ゅ
う
せ
い

か

　

 

な 

　と

あ 

す 

み

し
ゅ
ん
た

か 

ず 

き は 

る

こ
う
せ
い

り

　お

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

お
く
や
み

7月
届出分

（敬称略）

お
め
で
た

死
亡

氏　

名

届
出
人

地　

域

 

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

結
婚
す
ば
ら
し
い
ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

誕
生

氏　

名

届
出
人

地　

域

元
気
に
育
っ
て
ね

9
2016
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